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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種提出書類について、管理者印は慶長が捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備しているため、各自確認して記載すること。

・デイケア保険について、利用者に案内をしているため、加入希望者がいた際には、用紙への記載を促していくこと。デイナイトケア利用者に関しては、青風荘スタッフへ情報を伝えている。

・4/20（土）六角堂祭、春の会実施。
・3/26、27、28中級昇格試験実施。

・次回（3/16～4/15）勤務表について申請した年休が反映されているか確認すること。

・利用者対応に気をつけ、対応した際は記録に残すこと。
・4/12（木）4/13（金）4/15（月）いずれかで慶長JGMがLPみさわにて勤務する予定。詳細決まり次第情報を共有していく。
・インフルエンザの警報が解除となっている。今後も油断せずに、感染対策は徹底して行うこと。

＜研修案内＞
〔外部研修〕
・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。
＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

＜利用者様情報＞
デイケア
・我満　奈津紀様～昨日、胃痛の為胃腸科内科受診をし、その結果の報告がある。先月、風邪を引いた際に他院受診し、頭痛もあった為鎮痛薬も併せて処方となり服用していた事が原因ではないかと医師より説明があったとの事。服用して改善ない場合は検査を勧められたが、服用し始めてから、胃の痛みは軽減していると話す。デイケアプログラムには普段通り参加しており、痛みを過度に訴えることは無い。
・川口　尚良　様～スタッフに対し、担当スタッフに恋愛感情があったと窺わせる発言が聞かれており、「好きだったのに辞めるのは残念」「デイケアスタッフからお酒を勧められて自分が再飲酒をする夢を見てしまった」と話している。「実際には飲みませんよ」と話し、実際に行動化することはないとのことで、本人の話を傾聴し、行動を評価しつつ夢である為気にしないよう伝えている。就労に関しては、一生に一度は仕事をしたいとは考えており、現在確認できる情報を自分で調べているとのこと。姉から生活保護で生活していることを指摘されたことも話している為、本人の希望を確認しながら、就労に向けた支援を行っていく。

・繁名　和恵　様～本日利用日ではなかったが、最近デイケア欠席が目立っている為、グループホーム世話人に促され来所している。来所後は上腕部や目の痛みを訴えているが、スタッフからプログラム参加を促されると、拒否なく参加している。体調不良への対処が上手く出来ておらず、欠席することが目立っている為、継続した利用を行なえるよう不調への対処能力の向上を目指していく。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様　～昼食を配膳した際に、椅子がずれていることを確認せずに座ろうとし、尻餅をついている。臀部と肘をぶつけているが痛みの訴えはなく、血圧115/77mmHg、脈拍72回/分。食事は普段通り摂取し、問題なく過ごしている。最近転倒が目立っており、スタッフから転倒しないように注意していても、本人が確認せずに転倒してしまうことが増えてきている。青風荘スタッフとも相談し、転倒を繰り返さないような対応を検討し実施していく。
・袴田　淑子　様～鹿内歯科受診をしている。次回受診時に抜糸をする予定とのこと。
・倉石　ヨシエ様～昨日夕食後の喫煙に同行していると、急に「じさまがよ」と話し始めている。何があったのか詳細を確認していると、普段の生活の中で”じさま”の声が聴こえている事や、鈴木真知子様のことについて”じさま”に言われることを話している。その他、神様の声が聴こえる頻度に比べ、”じさま”の声が聴こえる頻度の方が多いと話している。”じさま”の声が頻回に聞こえ大変であることを話している為、苦痛に感じた際などにはスタッフに相談するよう助言をしている。本日来所後は、同様の訴えはなく、普段通り参加している。また、青風荘より情報提供があり、今後の施設入所に関して、ご家族、まゆすいスタッフ、青風荘スタッフと面談を行っている。今月末から4月始めに入居申し込みしていた三戸郡南部町にある有料老人ホーム南部の里あっぷる園の空きがでるため、入所時期に合わせて退所予定となる。
・板橋　利美　様～昨日15時の運動療法の途中からみぞおちの辺りが痛み始めたとのことで、静養室で45分ほど休養している。以後は「良くなった」と痛みは無くなったとことを話している。同日夕食前に喫煙室にて喫煙した後、急に脱力感に襲われ尻もちをつき、その反動で左後頭部と頸椎から胸背部にかけてぶつけてしまったとのこと。頭部に腫れ等はないが、頸椎から胸背部にかけて、痛みがあり、軽度の発赤も確認されている。血圧111/53ｍｍHg、脈拍77回/分。眩暈や吐き気などの症状はないと話している。その際に、煙草に関して今週は2本ずつ吸っており、本日の喫煙は1本目であったとのこと。7年前にも同様のことがあったと話しており、今後吸わないようにしようとの発言が聞かれている。その後の夕食摂取時は、主食全量、副食は1/3摂取。ボーっとしているように見えるため指摘をするが「いつも通りだよ」と本人は話している。夜間にかけて身体不調等があった際には、直ぐに青風荘スタッフに相談するよう助言をしている。本日は、転倒部位の痛みに関しては湿布を貼って対処しており、発赤は軽減している。また、来所前に腰にペットボトルのボトルを2本付けて歩いており、転倒リスクを減らす為に、持ち物を減らす等歩きやすい対処を促すと、ペットボトルを1本外している。デイナイトケア来所後は、痛みに関しては本人から訴えないが、スタッフから確認すると、痛みはあるが問題ないと話している。
・大下　良悦　様～昼食後喫煙から戻ってきた際に、ポットにお湯が入っていないことを強い口調で訴えている。スタッフが介入すると、自分ですぐに行動をしており、以後同様の訴えや気にしている様子は無い。
ナイトケア
・村上　元道　様～就労先での出来事や家族との関係性について話している。「俺も色々考えて行動してるのよ」と話す一方で、「お金がないから夕食頼めない」「明日モニタリングとかあって忙しいからナイトケア休みます」と自分勝手な言動に至ることがあり適宜助言を要している。弟様からの連絡など、問題はない様子だが、本人が勝手に行動しようとすることがある為、関係機関と情報共有しながら、落ち着いて本人の目標を達成できるよう関わっていく。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（川口　尚良様）

実施日：平成31年3日14日（木）13：30～14：00

担当：三國

検討内容　目標・治療計画の見直しと今後の対応について

	氏名
	川口　尚良様
	性別
	男
	年齢
	54
	生年月日
	昭和40年1月1日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	ネフローゼ症候群、ヘモクロマトーシス、吃音症

	治療方針（医師の指示）
	対人関係の改善、病識を身に付ける

	本人希望
	断酒継続。今後外出する機会を増やしたい。

	家族希望
	

	入院歴
	1回（平成17年8月26日～平成17年12月1日）

	通所歴
	1回目

平成19年8月30日～現在（4回/週（月・火・木・金曜日））

	その他サービス利用
	なし

	住居：

借家にて母と2人暮らし
	家族構成：

近隣に双子の弟が住んでいる

	利用制度
	※生活保護

※精神障害者保健福祉手帳3級

※自立支援医療

	備考：
初飲は18歳頃で機会飲酒程度であった。八戸工業大学第一高等学校を卒業後は埼玉県にて水道の配管工事の仕事に従事し、その後平成2年（27歳）頃に帰郷し土木業などに従事していた。帰郷後から飲酒量が次第に増加（焼酎9杯/日）していた。その後職を転々とし、平成16年12月から長谷川内科胃腸科医院にてヘルパーとして従事していた。しかし、休日は朝から飲酒し無断欠勤が頻回となり、同院を退職後からは連続飲酒状態となっていた。そのため平成17年8月26日に当院初診しアルコール依存症治療プログラム実施目的にて入院加療を行った。その後平成17年12月1日に退院後は当院への定期的な通院を継続し、AAの参加も継続していた。平成19年8月30日からは当院の精神科デイケアへの通所を開始し、現在も当院への通院と精神科デイケアへの通所を継続している。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒継続し安定した生活を目指す。
	①再飲酒しない。ストレスや不満を溜め込まず、他者に相談する。
	ストレスや不満を溜め込む前に自分の意思・感情を表出する。
	ストレスや不満の対処法についてスタッフに相談する。スタッフはストレスや不満の確認を行い、対処方法をアドバイスする。また、こだわりがありアドバイスを受け入れることが困難なときは根気強く説明する。

	
	②対人緊張を和らげ対人交流技術の向上を目指す。
	対人交流に慣れ対人緊張の緩和に図る。
	スタッフや話しやすい利用者と交流し対人緊張を緩和する。徐々に他利用者とも交流を図り対人交流技術を獲得する。

	
	③積極的に外出する。
	自宅で過ごす時間を減らし、社会的機能の向上を図る。
	診察やデイケア、買い物以外の外出する機会を増やす。スタッフは外出したか確認し、外出していれば評価し行動強化する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	ストレスや不満を溜め込む前に自分の意思・感情を表出する。
	・長期間（14年間）にわたり断酒は継続できているが、季節の変わり目や外的な刺激等により飲酒欲求は変動的である。
・時折飲酒夢を見ることがある。

・2/27知人に誘われ5年振りにAAに参加したとのことで評価している。
・姪の進路先が気になり姉に確認すると「進学するのも金がかかるんだと怒られた。帰省したら俺のことについて家族会議を開くって。姉は仕事をしていない俺のことを良く思っていない」という。「デイケアに来ることは悪いことなの？」と話すため、治療の一環で利用していることを伝えている。
	ストレスや不満を溜め込みやすいため、スタッフからも適宜声掛けしていく

	対人交流に慣れ対人緊張の緩和に図る。
	・スタッフや特定利用者との交流時の対人緊張はないが、女性スタッフへの過度な発言が目立つ。
	興味本位から当院外来患者や体験利用者の個人情報を聞き出そうとすることがあるため、引き続き個人情報の取り扱いに注意していく

	自宅で過ごす時間を減らし、社会的機能の向上を図る。
	・ほほえみ共通バス券利用後はデイケアや母から依頼された買い物等を始め積極的に活用している。

・リユースショップに行ったが目当てのゲームソフトはなかったと話す。
・出費を気にして外出を控えている。
	無料で利用できる施設等を勧めていく


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒継続し安定した生活を目指す。
	①再飲酒しない。ストレスや不満を溜め込まず、他者に相談する。
	ストレスや不満を溜め込む前に自分の意思・感情を表出する。
	ストレスや不満の対処法についてスタッフに相談する。スタッフはストレスや不満の確認を行い、対処方法をアドバイスする。また、こだわりがありアドバイスを受け入れることが困難なときは根気強く説明する。

	
	②対人緊張を和らげ対人交流技術の向上を目指す。
	対人交流に慣れ対人緊張の緩和に図る。
	スタッフや話しやすい利用者と交流し対人緊張を緩和する。徐々に他利用者とも交流を図り対人交流技術を獲得する。

	
	③社会的機能の向上を図る。
	積極的に外出し、自宅で過ごす時間を減らす。
	診察やデイケア、買い物以外の外出する機会を増やす。スタッフは外出したか確認し、外出していれば評価し行動強化する。


※担当スタッフの退職を伝えた後から「好きだったのにやめるのは残念」と特定スタッフへ話し、本日担当スタッフにも話している。「長く関わった人は好きになるんだよね。◯◯さんは大好きだった。そのときも飲酒夢を見たなあ。担当スタッフが寿退社なら諦めがついたんだけど…」と退職したスタッフの名前を挙げながら話している。本人との関わり方に注意していく。
※現在他利用者から就労継続支援B型の作業内容や利用日等を聞いて分析をしているという。しかし以前見学や体験利用を勧めた際に閉口し俯くことがあり実施する意思があるかは不明。本人から希望があった際は対応していく。
